
渋谷区公共基準点管理保全要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、測量法（昭和２４年法律第１８８号。以下「法」という。）の規定に

基づき渋谷区が管理する測量基準点（以下「公共基準点」という。）の一般的な取扱い及

び管理保全に関して必要な事項を定め、その管理保全の万全を期することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において使用する用語の意義は、次項に定めるもののほか、別段の定め

のない限り、法及び渋谷区公共測量作業規程（平成２０年１１月５日付国国地第７６６号

で国土交通大臣承認。以下「作業規程」という。）の例による。 

２ この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるとこ

ろによる。 

（１）公共基準点 渋谷区基準点、街区基準点、都市部官民境界基本細部点及び地籍図根

点をいう。 

（２）渋谷区基準点 作業規定に基づき渋谷区が永久標識として設置した２級基準点及び

３級基準点をいう。 

（３）街区基準点 国土調査法（昭和２６年法律第１８０号）第２条第１項第１号の規定に

基づく都市再生街区調査により国土交通省が設置し、区に移管された街区多角点、街

区多角点節点及び街区点補助点をいう。 

（４）都市部官民境界基本細部点 都市部官民境界基本調査作業規定準則（平成２年８月

３１日総理府令第４２号）第２条第１７号に規定する都市部官民境界基本細部測量に

より国土交通省が取得した都市部官民境界基本細部点で、区に移管されたものをいう。 

（５）地籍図根点 地籍調査作業規程準則（昭和３２年総理府令第７１号）第４３号第１

項に基づき区が設置した地籍図根三角点、地籍図根多角点、細部図根点をいう。 

（成果の公開） 

第３条 区長は、公共基準点の測量成果を電磁的方法等により、一般の公開に供するよう

努めなければならない。 

（使用申請） 

第４条 公共基準点及びその測量成果を使用する者は、公共基準点使用承認申請書（別記

第１号様式）により、区長の承認を得なければならない。ただし、公共基準点の復旧並

びに一時撤去及び移転の承認を申請する場合は、公共基準点使用承認申請書の提出を省

略することができる。 

２ 区長は、前項の申請書が提出され、公共基準点及びその測量成果の使用に特に支障が

ないと認めるときは、公共基準点使用承認書（別記第２号様式）により承認する。 

３ 公共基準点及びその測量成果を使用した者は、速やかに次に掲げる書類を区長に提出

をしなければならない。 



（１）公共基準点使用報告書（別記第３号様式） 

（２）基準点現況報告書 

（３）精度管理表 

（４）成果表 

（工事施工の届出） 

第５条 道路の掘削工事を施工する者（以下「工事施工者」という。）が、公共基準点の付

近でその効用に支障を来すおそれのある工事等を施工する場合は、あらかじめ工事施工届

出書（別記第４号様式）を区長に提出し、区長の指示に基づく公共基準点の保全に必要な

措置を講じなければならない。ただし、公共基準点の一時撤去及び移転の承認を申請する

場合は工事施工届出書の提出を省略することができる。 

２ 前項に規定するその効用に支障を来す工事等とは、次の各号に掲げるものとする。 

（１）掘削底面端から４５度以上の線に公共基準点の構造物が入る掘削工事等 

（２）車両及び重機等の振動が公共基準点に影響を及ぼす杭打ち及び杭抜き工事のうち、公

共基準点から杭、車両、重機等までの距離が１メートル以下となる工事 

（３）前２号に掲げるもののほか、公共基準点の効用に支障を来すと区長が認める工事 

３ 第１項の届出書には、次に掲げる図書を添付しなければならない。   

（１）案内図 

（２）道路工事図（掘削位置及び公共基準点の位置関係を明示したもの） 

（３）測量図及び測量成果（水平及び標高が確認できるもの） 

（４）写真（公共基準点及び公共基準点周辺が確認できるもの） 

４ 公共基準点付近での工事がしゅん工したときには、工事施工者は速やかに公共基準点

付近での工事しゅん工報告書（別記第５号様式）を提出しなければならない。 

５ 公共基準点付近での工事しゅん工報告書には、次に掲げる図書を添付しなければなら

ない。  

（１）しゅん工写真（公共基準点及び公共基準点周辺が確認できるもの） 

（２）公共基準点の異状の有無が確認できる測量資料（着工前・しゅん工後が対比できる

測量図並びに水平及び標高に係る点検測量成果） 

６ 公共基準点付近での工事により、公共基準点の効用に支障を来した場合は、工事施工

者は公共基準点復旧承認申請書（別記第６号様式）を区長に提出し、公共基準点復旧承

認書（別記第７号様式）により、承認を受けなければならない。 

７ 公共基準点の復旧が完了したときには、工事施工者は速やかに公共基準点設置工事 

しゅん工報告書（別記第８号様式）を区長に提出しなければならない。 

８ 前項の報告書には次に掲げる図書を添付しなければならない。 

（１）しゅん工写真（公共基準点、公共基準点周辺及び全引照点が確認できるもの） 

（２）公共基準点の異状の有無が確認できる測量資料（着工前・しゅん工後が対比できる

測量図並びに水平及び標高に係る点検測量成果） 



（効用確認測量） 

第６条 区長は、前条第１項の規定による届出を受けた場合においては、工事施工者に対

して、工事施工前と施工後の比較観測（以下「効用確認測量」という。）を行わせる等、

公共基準点の保全に必要な措置を講ずるよう指示するものとする。 

（一時撤去及び移転） 

第７条 工事施工者が公共基準点を一時撤去又は移転する必要が生じた場合には、あらか

じめ公共基準点（一時撤去・移転）承認申請書（別記第９号様式）を区長に提出し、公共

基準点（一時撤去・移転）承認書（別記第１０号様式）により、その承認をうけなければ

ならない。 

２ 前項の申請書には、次に掲げる図書を添付しなければならない。 

（１）案内図 

（２）道路工事図（掘削位置と公共基準点の位置関係を明示したもの） 

（３）点の記 

（４）測量資料（測量図及び測量成果（水平及び標高が確認できるもの）） 

（５）写真（公共基準点及び公共基準点周辺が確認できるもの） 

３ 工事施工者は、公共基準点の一時撤去又は移転が完了したときには、速やかに公共基

準点設置工事しゅん工報告書を提出しなければならない。 

４ 前項の報告書には、次に掲げる図書を添付しなければならない。  

（１）点の記、測量資料（新旧位置の関係が対比できる測量図並びに水平及び標高に係る

測量成果） 

（２）完了写真（公共基準点及び公共基準点周辺が確認できるもの） 

（３）位置図（公共基準点の一時撤去又は移転完了後の位置関係が確認できるもの） 

（機能の回復） 

第８条 工事施工者が公共基準点を一時撤去、滅失、き損、移転等をしたとき、又は第６

条の規定により効用確認測量を行い測量標の効用に支障を来した場合は、原則として当該

公共基準点を既設と同様の構造により再設置し、測量の成果を修正するものとする。 

２ 前項の場合において同様の構造による設置が不可能な場合は土木部管理課長（以下「管

理課長」という。）と協議の上変更することができる。 

３ 前２項の規定は、工事施工者以外の者であって故意又は過失により公共基準点を滅失

又はき損したもの（以下「原因者」という。）にも適用する。 

（効用確認測量等の実施） 

第９条 区長は、第６条の規定による効用確認測量、第７条第１項の規定による公共基準

点の一時撤去及び移転並びに前条第１項の規定による公共基準点の機能の回復及び測量

成果の修正は、法第４９条の規定に基づき登録された測量士又は法第５５条の規定に基づ

き登録された測量業者の資格を有する者に施工させなければならない。 

（費用の負担） 



第１０条 この要綱による公共基準点の設置工事に要する費用（既設の公共基準点の取壊

し費用を含む。）及び公共基準点の測量作業に要する費用は、工事施工者又は原因者の負

担とする。 

（測量標設置） 

第１１条 工事施工者又は原因者は、既設の測量標等が使用できない場合は、管理課長の

指示する測量標を購入の上、使用するものとする。 

（その他） 

第１２条 この要綱の実施に関し必要な事務手続及び文書の様式については、土木部長が

定める。 

 

 

  附 則 

この要綱は、令和２年１０月１日から施行する。 



別記第１号様式（第４条関係） 

 

公共基準点使用承認申請書 

  年  月  日 

渋 谷 区 長 殿 

 

申 請 者 

           

住 所 

 

氏 名           印 

 

電 話 

 

渋谷区公共基準点管理保全要綱第４条第１項の規定により、渋谷区公共基準点の

使用について下記のとおり申請します。 

記 

使 用 目 的   

使 用 期 間    年  月  日から    年  月  日まで(  日間) 

測  量  地  域   

使用する公共基準点 計 点 

測
量
計
画
機
関 

名称及び代表者氏名  

所 在 地  

担当者名及び連絡先 電話 

測
量
作
業
機
関 

名称及び代表者氏名  

所 在 地  

担当者名及び連絡先 電話 

測量業者登録番号  
収受印 

備 考  



別記第２号様式（第４条関係） 

 

                                  第      号 

  年   月   日   

 

 

 

        

 様 

                               

 

                                           渋 谷 区 長 

  

 

 

公共基準点使用承認書 
 

 

 

渋谷区公共基準点の使用について下記のとおり承認します。 

 

記 
 

使  用   目   的   

使  用  期  間   年  月  日から    年  月  日まで(  日間) 

測  量  地  域  

使用する公共基準点  

測 量 計 画 機 関  

測 量 作 業 機 関  

公共基準点使用条件 
効用確認測量を行うこと。 

第４条３項に基づき報告書を提出すること。 

担 当 連 絡 先  

備 考  

 



別記第３様式（第４条関係） 

 

公共基準点使用報告書 

  年  月  日 

渋 谷 区 長 殿 

 

申 請 者 

           

住 所 

 

氏 名           印 

 

電 話 

 

公共基準点の使用結果を下記のとおり報告します。 

記 

使 用 承 認 番 号  年  月  日       

使 用 目 的  

使 用 期 間   年  月  日から  年  月  日まで(  日間) 

測  量  地  域  

使用した公共基準点 計 点 

測
量
作
業
機
関 

名称及び代表者氏名  

所 在 地  

担当者名及び連絡先 電話 

測量業者登録番号  

特  記  事  項 

(故障点、異状点等の状況を記載) 



 

 

工 事 施 工 届 出 書 

                               年  月  日 

  渋 谷 区 長 殿 

 

                 届 出 者 

 

                 住 所 

 

                 氏 名 

 

                 電 話 

 

 

渋谷区公共基準点管理保全要綱第５条第１項の規定により、下記のとおり届出します。 

 

                     記 

 

 

影 響 を 受 け る  

測  量  標  名 

 

 

工  事  件  名   

工  事  場  所   

工  事  期  間      年  月  日から   年  月  日まで（  日間） 

 

工  事  概  要  

 

 

工  事  請  負  者  

 受 付 印 

担当  電話  

 

添  付  図  書 

１ 案内図 ２ 道路工事図  

３ 測量図及び測量成果（水平及び標高）  

４ 基準点の写真 

 

別記第４号様式（第５条関係） 



 

 

公共基準点付近での工事しゅん工報告書 

                              年  月  日 

  渋 谷 区 長 殿 

 

                 届 出 者 

 

                 住 所 

 

                 氏 名 

 

                 電 話 

 

  年  月  日に届け出た渋谷区公共基準点付近での工事がしゅん工しま

したので、下記のとおり報告します。 

 

                     記 

 

影 響 を 受 け る  

公 共 基 準 点 名  

 

工  事  件  名   

工  事  場  所   

工  事  期  間     年  月  日から   年  月  日まで（  日間） 

公共基準点の状況  

工  事  請  負  者 

 

担当  電話  

添  付  図  書 
１ しゅん工写真  

２ 公共基準点の異常の有無が確認できる測量資料 

 

別記第５号様式（第５条関係） 



別記第６号様式（第５条関係） 

 

公共基準点復旧承認申請書 

  年  月  日 

渋 谷 区 長 殿 

 

申 請 者 

           

住 所 

 

氏 名           印 

 

電 話 

 

工事により、公共基準点の効用に支障を来した公共基準点の復旧について、渋谷

区公共基準点管理保全要綱第５条第６項の規定により承認を受けたいので、下記の

とおり申請します。 

記 

復  旧  理  由   

復  旧  期  間   年  月  日から    年  月  日まで(  日間) 

復  旧  場  所   

復旧する公共基準点  

復  旧  内  容   

工
事
請
負
者 

名称及び代表者氏名  

所 在 地  

担当者名及び連絡先 電話 

復
旧
作
業
機
関 

名称及び代表者氏名  

所 在 地  

担当者名及び連絡先 電話 

測量業者登録番号  収受印 

備 考  



別記第７号様式（第５条関係） 

 

 

第    号 

年  月  日 

             様 

                               

                                           渋 谷 区 長 

     

 

公共基準点復旧承認書 

 

 年  月  日に申請のありました公共基準点の復旧について、下記のとお

り承認します。 

記 

復  旧  内  容   

復  旧  完  了  期  限   年   月   日 

復  旧  場  所  

復旧する公共基準点  

工 事 請 負 者  

復 旧 作 業 機 関  

公共基準点復旧条件 
効用確認測量を行うこと。 

第５条７項に基づき報告書を提出すること。 

担 当 連 絡 先  

備     考  



 

 

公共基準点設置工事しゅん工報告書 

                               年  月  日 

  渋 谷 区 長 殿 

 

                 届 出 者 

 

                 住 所 

 

                 氏 名 

 

                 電 話 

 

  年  月  日第   号で承認を受けた公共基準点の（復旧・一時撤

去・移転）について、公共基準点設置工事がしゅん工しましたので、下記のとおり報告

します。 

 

                     記 

 

設置公共基準点名 
 

工  事  件  名   

工  事  場  所   

し ゅ ん 工 日      年  月  日 

工  事  請  負  者  

 

担当  電話  

添  付  図  書   

 

別記第８号様式（第５条関係） 



別記第９号様式（第７条関係） 

 

公共基準点(一時撤去・移転)承認申請書 

  年  月  日 

渋 谷 区 長 殿 

申 請 者           

住 所 

 

氏 名           印 

 

電 話 

 

工事により支障となる公共基準点の（一時撤去・移転）について、渋谷区公共基

準点管理保全要綱第７条第１項の規定により、下記のとおり申請します。 

記 

一時撤去・移転理由  

一時撤去・移転する 

公 共 基 準 点 
 

工  事  件  名   

工  事  場  所   

工  事  期  間    年  月  日から    年  月  日まで(  日間) 

一時撤去・移転期間   年  月  日から    年  月  日まで(  日間) 

工
事
請
負
者 

名称及び代表者氏名  

所 在 地  

担当者名及び連絡先 電話 

測
量
作
業
機
関 

名称及び代表者氏名  

所 在 地  

担当者名及び連絡先 電話 

測量業者登録番号  収受印 

添 

付 

図 

書 

１ 案内図  

２ 道路工事図（掘削位置と公共基準点の位置関係を明示したもの） 

３ 点の記  

４ 測量資料（測量図及び測量成果（水平及び標高が確認できるもの）） 

５ 写真（公共基準点及び公共基準点周辺が確認できるもの） 



別記第１０号様式（第７条関係） 

 

 

第     号 

年  月  日 

            様 

                               

                                           渋 谷 区 長 

      

 

公共基準点（一時撤去・移転）承認書 

 

  年  月  日に申請のありました公共基準点の（一時撤去・移転）

について、下記のとおり承認します。 

記 

一時撤去・移転する 

公 共 基 準 点 
 

一 時 撤 去 ・ 移 転  

完  了  期  限  
  年  月  日 

工  事  場  所   

工 事 請 負 者  

測 量 作 業 機 関   

公共基準点（一時撤去・ 

移 転 ） 条 件 

効用確認測量を行うこと。 

第７条３項に基づき報告書を提出すること。 

担 当 連 絡 先   

備     考  


